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講  師：木村 啓志（きむら ひろし） 先生 
 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター/工学部生物工学科 教授 
日  時：２０２３年１月２４日（火） １８：００～１９：１５ 
場  所：WEB 配信 
定  員：200 名 
参 加 費：無料 

参加は事前申込みされた方（申込締切り 1 月 20 日）のみとし、定員になり次第締切ります。 

参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受付フォーム」からお申込み下さい。 
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千里ライフサイエンス新適塾 

「未来創薬への誘い」第６０回会合 
 

Microphysiological system の創薬研究

での実用化に向けた取り組み 



 
 

新適塾「未来創薬への誘い」 

 

Microphysiological system の創薬研究での実用化に向けた取り組み 

木村 啓志 （きむら ひろし） 

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター/工学部生物工学科 教授 

 

 

講演要旨 

創薬分野では、新規の細胞アッセイプラットフォームとして、マイクロ流体デバイスを
技術基盤とする生体模倣システム(Microphysiological system; MPS)が注目されている。マイ
クロ流体デバイスを細胞培養に用いれば、細胞を配置する微細構造を人工的に作製できる
こと、液性条件や接着条件を時間的・空間的に制御できること、流れや伸縮による物理刺
激を付与できることなど、従来の細胞培養ウェアでは難しい様々な培養条件を試すことが
可能であり、極めて操作性の高いシステムを構成することができる。この技術を活用して
生理的な生体組織や臓器の構造や機能を構築する MPS 技術が、ベンチャー企業や製薬企業
の参入によって世界的に実用化が進められている。我が国における MPS の実用化研究は欧
米諸国の取り組みからやや出遅れていたが、2017 年に日本医療研究開発機構(AMED)で
MPS 開発研究事業が立ち上がり、産官学連携による MPS 製品化体制が整えられた。本事
業の特徴は、MPS の製品化を目指して、アカデミアだけでなく製造企業や製薬企業から多
くの研究者が参画するコンソーシアムが形成されていることである。この施策が奏功し、
本事業から複数の MPS の製品化達成されつつある。本講演では、演者が本事業内で国内企
業と連携して製品化に携わっている MPS を紹介する。 
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講師略歴： 

学歴・職歴 

2007 年 9 月：東京大学大学院工学系研究科 博士課程修了 博士（工学） 

2007 年 10 月 - 2009 年 3 月：東京大学生産技術研究所 特任研究員 

2009 年 4 月 - 2012 年 3 月：東京大学生産技術研究所 特任助教 

2012 年 4 月 - 2015 年 3 月：東海大学工学部 専任講師 

2012 年 4 月 - 2015 年 3 月：東京大学生産技術研究所 協力研究員（兼務） 

2015 年 4 月 - 2022 年 3 月：東海大学工学部 准教授 

2017 年 4 月 - 2018 年 3 月：UCLA Visiting Researcher（兼務） 

2015 年 4 月 - 現在：東京大学生産技術研究所 研究員（兼務） 

2022 年 4 月 - 現在：東海大学 マイクロ・ナノ研究開発センター 教授 

2022 年 6 月 - 現在：東海大学 工学部生物工学科 教授（兼任） 

 

学位：2007 年 博士（工学）東京大学 

 

受賞・その他 

2021 年 新分野開拓表彰 一般社団法人 日本機械学会 

2018 年 松前重義学術奨励賞 学校法人 東海大学 

ほか 

 

所属学会 

日本機械学会、日本動物実験代替法学会、化学とマイクロ・ナノシステム学会、ロボット
学会、計測自動制御学会、電気学会、定量生物学の会、ほか 

 

委員等 

日本機械学会 マイクロ・ナノ工学部門運営委員会 委員 

日本動物実験代替法学会 編集委員 

ほか 
 


